
岐阜県技術士会１月例会メモ 

 

日時  平成２４年１月７日（土） １３：００～１７：００ 

場所  ＪＲ岐阜駅、ハートフルスクウェア G 研修室５０ 

出席者 ３０名 

 

例会  

１３：００   田島代表幹事挨拶、幹事会報告 

１３：１０  来賓講演 特許業務法人 広江アソシエイツ特許事務所 所長・弁理士  

西尾 務 弁理士 「 技術士と弁理士の相互交流について 」  

 

特許にかかわる作業実績のアンケート結果まとめ・・・安田技術士から報告 

岐阜県技術士会名簿の発明者からも検索した結果、発明者経験者が半数以上 

技術士と弁理士の比較 特許法の説明 弁理士の説明 特許に関して専業であること  

伸縮柔軟運動用補助具（ストレッチングボード）の紹介 安田氏が実験体になってデモを行ったところ、この器

具の使用で体の柔軟性が向上したことが確認された 

20 年前の発明の改良 従業員 10 人の岐阜市の会社 20 年間で 100 万台を販売 

特許と意匠を同時出願している  突起を追加  かかと空間部も追加  国際出願した 米国だけ 

 知財のサイクルが機能する例 ビューティーボードという女性向けも出した 機械化したものはあまり売れず 

再出願の仕組み等   

（途中休憩とパズル） 意匠登録されて意匠権で保護されている事例として日本地図の「はめ込みパズル」

が参加者全員に配布され、５分でできるか頭の体操を行なった。 この「はめ込みパズル」は百円ショップで販

売されており、子供が浴槽などで浮かして遊べるようにポリウレタン製なのがミソ。 

審査請求に 3 年かかる  米国だけが先発明主義だったが法律的に先出願方式に最近変えた 

権利化 請求項の補正 特許査定 広報の発行 損害賠償請求 生産方法の推定が可能  補正案 

著作権 不正競争防止法  商法などでも保護できる事例紹介 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  はめ込みパズルを説明する西尾弁理士         ストレッチングボードの実験台になる安田氏 

 

(休憩) 

１４：３０ ～ 16：30  来賓講演  岐阜県 商工労働部 

江崎禎英 部長 「 岐阜県の資源エネルギー政策（仮題）  」 

 

エネルギー問題 マイクログリッド 岐阜県の電力は最新の次世代エネルギー 全部人のお金で作った 

アクティブＧのボイラー修理代がないので 200０万もらってくる働きかけ 環境省から 5 億円出して戴いた  

エネルギーと経済成長の相関関係 石油の残存年数 40 年良質なもの 質の悪いものはまだ大量にある 



自給率：食糧 40％ エネルギー４％ 原子力の自給率はよい  

ウラン ワンスルーは 80 年 プルサーマルだと 60 年 高速増殖炉は 2800 年 ただし制御が難しい 

バイオは１－２％ やはり化石燃料 石油が一番良い 

米国はイラクにある埋蔵量が魅力で戦争に 米国はエネルギーの無駄使いが膨大 インフラ技術の遅れ 

京都議定書のベースを 1990 年代にすると欧州はエネルギーの変革期だったので，都合よく 25％が可能 

日本の２５％は全く無理  経済活動の低迷 リーマンショックで６％は達成可能かも 

排出権を 14 兆円だして買うしか対策はない 

風力発電や太陽光発電は日本の気候では非効率 偏西風が吹く北海道や東北の北のみが可能 

設備容量は詐欺に近い ｋｗ(高さ)で議論せず ｋｗｈ（面積）として議論すべき  いかに危険なことか 

 こういった詐欺の様な宣伝には技術士は指摘して反論して正して欲しい 

太陽光発電はパネルに少しでも影が出ると発電しない 電柱の影や積雪や黄砂が来ただけでアウト 

メガソーラーの問題はメガであること，昼間の電力だけうまく売電出来ない 

今のままだと遮断が起きる恐れ大 太陽光は変動する 

バイオマス ペレットは防災の時に使えない ペレットを作る過程で電気も使うので，エコでない 

地熱がよいが地下水を掘ると重金属が出る  

水力発電は人件費がかかりペイできない 観光資源にはよい 毎日メインテナンスを行なう人件費が必要 

太陽光は微々たるもので工場にはわずかな足しになるだけ しかし家庭にはよい   

水素エネルギーは貯蔵が難しい  家庭での燃料電池利用は最も効率が良い 水素貯蔵の究極は化石燃料 

太陽電池パネルだけではだめ バッテリーとセットが必須だがバッテリーは高い  

  岐阜県の次世代インフレは緊急時にも使えるため防災対策としての意義が大きい 集落が孤立しても電

力が確保できて大丈夫  うまい使い方を考えてほしい マキで暖もとれ、煮炊きもでき、周りに自然食品があ

る 

ＣＯ
２
増加で温暖化が起こるという説は嘘 火山が爆発したら，人類が出すよりはるかに多くのＣＯ

２
を出す 

米国のエネルギー無駄使いに対する警鐘という意味でのゲームにはよい 欧州は排出権が売れるので賛成 

 原発がおかしくなったので成り立たなくなった 技術者は数字をちゃんと見てほしい 

 技術士は正しいエネルギーの使い方をぜひ考えてほしい 

 

 

                           ユーモアを交えながら熱弁する江崎氏 

 

(質疑応答) 

・特許化の予定は？  電池 3 点セット 制御する技術で取りたい ノーハウ 出さない戦略もある 

・特許料で岐阜県を潤しては！ 

・オール電化はよいことか？ 原発が前提になっている エコではない  

・コンデンサーが効率が良いのでは？ その通り  

・熱として蓄える方法は？ お湯を蓄える装置も入れるとよいが 1 軒毎でなく小集落が良いのでは？ 



 敷地をまたいで電力を供給すると電気事業法違反になる 規制が邪魔してくる 

川島アクアトトでは公園法が邪魔をした 敷地を超えると規制がついてくる 特区で規制緩和したかった  

・標準化についてはどうか？  島国で不利 欧米で毎週行われる標準化委員会にでないと間に合わない   

・地熱はどうか？  地中熱で行う案はよい 新エネルギーでなく省エネになる 

  穴を掘るので高くなる 新築にはよいかもしれない 

ＩＴ業界が新エネルギーに入ってきたが大半が撤退した 参入企業はスマートグリッドを作ろうとする  

データを持っていないことには参入できない 岐阜県だけが持っている  

電気は世界ではよく落ちている(停電するもの) 日本は素晴らしい安定電力を供給してい国 

・電気を使わない技術を考えては？ ＧＤＰに比例して電気は増えていない  

日本だけが世界の例外 世界の軌跡 企業が省エネ努力した  過程では使ってない部屋の電気を消す 

 まず徹底的な省エネをして， その後に新エネルギーを入れるべきである  

 

（技術士と弁理士の交流に関する討論 は時間なく延期） 

 

16：30～17：00 中部本部行事の案内 辻本部長より 

        公益法人化に伴う地方組織規則などについて紹介 

        今後の例会予定 次回３月３日(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇親会 １７：３０～20：00  ＪＲ岐阜駅周辺の居酒屋（素材屋）  ２０名参加       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

所感： 

・両講演とも非常に判り易く，勉強になった 

・江崎部長の講演は，話し方の歯切れが良く，難しい話を大変わかり易く説明される事が，非常にうまい方だ 

と感心した．政治の裏話も少し聞けて，非常に興味が持てた． 

            以上 文責 深川 

                                                            田島 追記 

 

 

その他、その他、その他、その他、出席者の所感：出席者の所感：出席者の所感：出席者の所感：    

� 西尾弁理士の話をお聞きした感想は「事業をする上からは特許同様に商標登録、意匠登録が大切であること

を再確認しました」 

� 江崎部長の話をお聞きした感想は「次世代エネルギーインフラのモデルとして開設された太陽光発電＋燃料

電池＋蓄電池のセットは小生が現役時代に取組んでいた電力網に依存しない小規模地域のコジェネシステム

そのものと同じだな聞いていました。風力発電は大規模の電力網に組み込まない限り成立しないとの見方も

同感です。あえて外されていたのかもしれませんが、近未来の技術革新のポイントは蓄電池の開発にあると

思っています。特にＮＡＳ電池（日本碍子が事業としている）の小型化がカギになると思っています。１０

０年、２００年先を見越すと太陽熱、太陽光エネルギ－の活用技術開発に焦点をおくべしとの思いに至りま

した」 

� 来賓講演： 西尾 弁理士 

発明品の新旧実物を前にして、発明保護内容を説明して頂き理解し易かったです。また従業員１０名の

会社が、発明を保護するために、特許・意匠・商標を多面的に出願し、積極的に保護に取組まれている

姿に敬服しました。 

� 来賓講演： 江崎 部長 

エネルギー政策について、プラス面・マイナス面の両面について、分かり易く説明して頂き、興味をも

って聞かせていただきました。 

� 江崎部長の講演は、内容とともに巧みな話術で分かり易く、理解が深まった。岐阜県で色々と自然

エネルギー実験が行われていることは、恥ずかしながら知らなかった。是非、その現場を覗いて見

ることにする。 

 

 

新聞記事新聞記事新聞記事新聞記事：：：：例会の 2 日後、日経新聞が社説でエネルギー問題を論じていたので、添付します。    



 

 

 

 

 

 

 



 


